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松島芳文 (埼玉県立がんセンタ 研ー究所 ･実験動
物研究室)
涙液と唾液のタンパク多型に関しては,すでに
ヒトおよび宙歯頬について多くの報告がある0本
研究では原猿から臥 猿までの分類群をでるだけ
広範囲に調査し,霊長類の涙液および唾液タシバ
ク多型に関する全体的傾向を把担することを目的
とする｡
昨年,ニホンザル若桜群および嵐山群の涙液タ
ンパクについてアクリルアミドゲル電気泳動法に
よって検索を行った結果,泳動域のほぼ中央付近
のバンドに多型を検出し,移動度差によるF
(f85t)壁.S (slow)型,FS型およびバンドを
発現しない0 (nul)型を判定し,2群の表現型
頻度を報告した｡今年は,嵐山群および高浜群に
ついて検索し,昨年の若桜群と合わせて3群の表
現型を比較した｡F型とFS型は3群に共通に認
められたが.S型は若桜と嵐山に,0型は嵐山の
みに認められ,他の2群では認められなかった｡
嵐山群については昨年検索した44個体のうち16体
が同一個体であり,すべて昨年の調査結果と型判
定が一致し.再現性が確認された｡また.涙液試
料は-20℃以下で保存し.2年を経過したもので
も型判定が可能であった｡このように涙液タンパ
ク多型は,試料の採取が比較的容易であり.検出
方法は簡便で再現性に優れ.3群のニホンザルを
特徴づけることができた｡また昨年報告したよう
に親子関係の明らかな個体について矛盾した型の
組み合わせは認められなかったことなどから逝伝
標識としての有用性が示唆された｡一方,今回ア
カゲザルの中国一撃群についても検索したが,ア
カゲザル涙液の泳動像はニホンザル涙液と同一泳
動域の多型が複雑であり,母子関係から表現型を
分析中である｡また.ニホンザルでは泳動像の陽
極側に多型の認められない1本のバンドが検出さ
れるが,アカゲザルの同一泳動域には多型が認め
られ.少なくとも5つの表現型に分類された｡今
後は,それぞれの多型について表現型の整理と遺
伝様式の推定をおこなうと同時に,種ごとのnom
enclatur8を工夫する必要がある｡
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